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駅西口周辺エリア活性化整備計画

本整備計画は、地域の住民、また、今後、新たに関

わりを持たれる多くの人・多様な人材に向けて、こ

れから始まる未来を見据えた今後約10年間のまち

づくりの方向性を示す計画として、北広島市と駅西

口周辺エリア活性化事業に関するパートナー協定

を締結した株式会社日本エスコンが定めるもので

す。

整備計画は、北広島市が２０１９年度に策定した

「駅西口周辺エリア活性化計画」に即して、「キタヒ

ロ・ホームタウンーBASE ２０２１－２０２９」と題し

て、とりまとめました。

01 目次

02 あいさつ

人が自然に集まり 帰りたくなる 誇りを持てるまちに 未来の北広島市を創るお手伝いをさせていただきます

03 過去・現在から未来に向けて

資源を磨き・活用し 未来に向けて持続可能な都市構造をつくる

04 パートナー企業の関わり方

実績とノウハウを活かし 未来をつくるお手伝い

05 目指すまちの姿

みんなにとってのホームタウンに

06 活性化事業のコンセプト

『キタヒロ・ホームタウンｰＢＡＳＥ』

―地域の住民・事業者・観光客・ファン・ビジネスマンなど まちを大好きな多くの人・多様な人材があつまる「ホームタウンのベース拠点」―

07 活性化事業の取組

ホームタウンのベースづくり 環境・場所・仕組みづくり

09 土地利用等の方向性／想定する事業内容等（案）

10 スケジュールと進め方

地域に寄り添う段階的な事業の進め方

策定

【駅西口周辺エリア活性化事業に関するパートナー協定】

策定
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あいさつ 企業理念

人が自然に集まり 帰りたくなる 誇りを持てるまちに

未来のまちを創るお手伝いをさせていただきます

日本エスコンは、1995年4月に大

阪府にて創業、今年で創業26年目

になります。「理想」をかたちにする

「ライフ・デベロッパー」を企業理念と

し、これまで全国多くの都市にて地

域のみなさまと共にまちづくりを

行ってまいりました。

今回、2023年に開業を予定してい

る北海道日本ハムファイターズの新

球場に係るネーミングライツを取得

し、北海道地域においてのまちづく

りへの参画機会を頂きました。

そして、この度北広島市と当社は駅

西口周辺エリア活性化に関わるパー

トナー協定を締結し、北広島市のみ

なさまと「官民共創」でまちづくりに

取り組む体制となりました。

当社は北広島というまちのこれまで

の歩み、そして、これからの未来に非

常に魅力を感じております。

1884年に広島県人の入植による

開拓から始まった北広島市は、札幌

市に隣接し、新千歳空港から鉄道で

２０分程度と、立地の良さが際立つ

地域です。

１９７０年には、フィンランドのタピオ

ラ団地をモデルとした道営北広島団

地が造成され、その後宅地開発が進

みました。当時整備された自転車歩

行者専用道路や緑道、豊かな公園や

運動施設、教育・医療施設等の自然

と共存した魅力的な住環境の基盤は、

未だに引き継がれています。

全国的課題でもある人口減少・少子

高齢化は、今後も更に進行すると予

測されますが、アクセス性の高さと

自然豊かな住環境というまちの魅力

は、時代を超えた魅力として、今後も

継続される資源です。

将来、駅西口周辺エリア活性化事業

およびボールパーク建設を通じて、

まちに訪れ関わる人は確実に増加し

ます。もともと自然豊かな地域の住

民と新たに関わる多くの人・多様な

人材を掛け合わせながら、地域でつ

くるまちの未来に当社も関わってま

いりたいと思います。

地域のみなさまにとって、「ふるさ

と」と更に感じてもらうことができる

ようなまちを目指して、更に発展す

る北広島市のまちづくりに地域のみ

なさまと共に新しい未来を見据えて

取り組んでまいります。

理想を具現化し、

新しい未来を創造する

人が自然に集まり、帰りたくなる、

そして、住まう人が誇りを持てる

「街」と「住まい」を。

日本エスコンは、暮らしや住まいの

「理想」をかたちにする

「ライフ･デベロッパー」。

そこに暮らす人びとの幸せや未来を

思い描きながら、

理想の暮らし、理想の街を実現する

ことで、

新たな日本の未来を創造していきま

す。
駅西口周辺エリア活性化事業

パートナー企業

株式会社日本エスコン

理想を具現化し、

新しい未来を創造する
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資源を磨き・活用し

未来に向けて持続可能な都市構造をつくる

過去
１９７０

現在
２０２０

未来
２０３０－

課題を抱えた都市構造

既にある魅力を“磨く”
●「立地・アクセス性」を活かす
●「自然豊かな住環境」を更に魅力的に

まちづくりの土台と余白を“活用する“
●「既存のインフラ」を活かす
●「駅西口低未利用地」

⇒ 多くの人・多様な人材が集まる環境と場所
⇒ 多くの人・多様な人材が暮らしやすい環境

⇒ 自転車歩行者専用道路や緑道、公園や運動施設を活用
⇒ 高度利用により新しい都市機能を誘導

【資源を磨く・活用する】

課題ある都市構造を変える

北広島駅前の魅力不足や隣接する大都市札幌の

発展により、まちの求心力が停滞し、都市機能流出

の進行、少子高齢化や人口減少が起き始めていま

す。さらに、約50年前に整備された北広島団地を

初めとした計画市街地の維持管理に対して、将来

に向けての課題があります。

今後、まちを持続可能な都市構造へとつくりかえ

る必要性があります。

磨く・活用すべき資源が豊富

一方で、札幌や新千歳空港からのアクセス性や自

然豊かな住環境は、現状でも誰もが共感できる資

源です。また、築50年経てども、計画市街地の自

転車歩行者専用道路や緑道、豊かな公園や運動施

設は、“まちづくりの土台”として、そして、駅西口に

散見される高度利用されていない土地や未利用の

市有地（以下、「駅西口低未利用地」）は、“まちづく

りの余白”として活用可能性がある資源です。

これらを磨き、活用することでまちづくりを進めま

す。
近い将来

２０２１－２０29

ボールパーク開業 西口エリア活性化

●多くの人・多様な人材
が集まる

●駅西口低未利用地の活用
●市の顔づくり

✓駅周辺のにぎわいがなく魅力不足
✓求心力の停滞による都市機能流出
✓少子高齢化・人口減少
✓築50年の計画市街地の維持管理

まちづくりで持続可能な都市構造に

近い将来、北広島市には、２つの大きなきっかけが

訪れます。一つ目は、２０２３年のボールパーク開業

で、北広島駅周辺に多くの人・多様な人材が集まる

チャンスときっかけが訪れます。二つ目は、本事業

で、駅西口低未利用地の活用を通じた市の顔づく

りの期待があります。

この二つのきっかけを連携し、まちづくりの資源を

磨き活用しながら、持続可能な都市構造をつくって

いきます。

住宅中心の
計画市街地

【まちづくりのきっかけのチャンス】
持続可能な都市構造

●にぎわい・交流充実による魅力向上
●多様な世代に対応する居住環境
●求心力向上による都市機能誘導
●定住・交流・観光人口の増加
●地域でまちを維持管理する仕組み
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実績とノウハウを活かし

未来をつくるお手伝い

①これまでの実績・ノウハウを活かした資源や既存インフラの活用

②駅西口低未利用地活用による市の顔づくり

③新球場ネーミングライツ取得者として、ボールパークとの連携を促進

④訪れる多くの人・多様な人材が交流するきっかけ・プラットフォームの提供

⑤地域を主体としたエリアマネジメントの体制づくり

日本エスコンは、日本全国の都市において、老朽化

した駅前既存施設のリニューアルや建替えにより、

駅前の価値向上や住宅整備等、求心力を高めるま

ちづくりの実績があります。

このノウハウを活かし、既存資源を磨き、既存イン

フラを活用し、市の新たな顔づくりを通じて、未来

のまちをつくるお手伝いをさせていただきます。

また、新球場ネーミングライツ取得者として、ボー

ルパークとの連携を積極的に展開していき、魅力や

価値の最大化を行い、まちの求心力を高めていき

ます。

・日本全国での実績とノウハウを活かし、駅西口低未利用地の活用とともに、計画市街地のインフラ・基盤を活
用しながら、エリアの魅力向上を目指します。

・駅西口低未利用地の活用では、日本全国の駅前の顔づくりに関わった実績に基づき、将来訪れる多くの人・多
様な人材に対応した空間や場、環境を有した市の顔づくりを目指します。

・ネーミングライツ取得者として、ボールパークと駅西口周辺エリアのサービスの連携を積極的に行うことがで
きるように調整し、2つの事業によるにぎわいと交流づくりの最大化を図り、魅力・価値を高めます。

・駅西口周辺エリア活性化事業とボールパーク開業を通じて訪れる多くの人・多様な人材と地域の住民が交流で
きる場や空間の整備・交流機会の提供等、交流のサービス提供と仕組み構築を目指します。

・駅西口周辺エリア活性化事業では、地域の住民はもとより、既に地域で活動・活躍されている方とともに、事業
に取り組み、将来のまちの運営を持続的に行うことができるように、地域を主体としたエリアマネジメントの体
制づくりを行っていきます。
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パートナー企業の関わり方 日本エスコンが駅西口周辺エリア活性化事業で意識すること

エスコンシティつくば 〔駅前商業施設のリニューアル実績〕 エスコンフィールド HOKKAIDO 〔北海道日本ハムファイターズ新球場〕



ファン

観光客

事業者

住民

大型商業施設
買物客

地元企業勤務者

住民

ビジネスマン

北広島出身者

大都市通勤者

商業者

住民

地元農家 起業家

空港利用者

住民

住民

求心力ある持続可能な都市構造として

みんなが関わりや愛着を持てる

「みんなにとってのホームタウン」 へ

まちに愛着や関わりを持っていただ

くためには、まちに訪れる理由とと

もに、訪れた際にまちと関われる

きっかけや機会を提供することが大

事です。

さらに、まちづくりや将来のまちの

運営に対して、地域の住民や訪れる

方に参加していただくことで、まち

はみんなにとってのホームタウンの

ような存在になると考えます。
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方針１ まちの求心力を高め

新しい都市機能の誘導や多様な世代に対応した
居住環境整備を行い、多くの人・多様な人材の
ニーズにきめ細やかに対応したまちを目指します。

みんながもっと訪れるまちに

目指すまちの姿

まちに関わるきっかけや機会（ビジネス機会やお気に入りの
場所、友人づくり等の促進）を提供し、多くの人・多様な人材
がそれぞれ継続的にまちに訪れる理由を持つことのできる
まちを目指します。

方針２ まちに訪れる誰もがまちに何らかの

関わりを持つことのできるきっかけを提供

きっかけや機会提供による「交流・関係人口」の増加と
ともに、居住環境としての魅力向上と魅力発信を積極
的に行い、近隣都市からの住み替え促進による「定住
人口」増加の流れを創り出すことを目指します。

方針３ 交流人口、関係人口、定住人口の増加

公共空間の活用やビジネス機会の創出、生活サービスの提供
等について、地域の事業者や団体等と協働して、地域での経
済循環や雇用を創出する仕組みづくりを目指します。

方針４ 持続可能な地域運営や

地域循環経済の仕組みを実現

まちづくりを進めるにあたっては、地域の方々が積極的に関
われる進め方を意識し、地域自らがまちをつくり運営するこ
とで、愛着を持てるまちを目指します。

方針５ 地域と一緒にまちづくりに取り組み

まちへの愛着を生み出す仕掛けと進め方

みんなにとってのホームタウンに

持続可能な都市構造を目指すにあ

たり、「ホームタウン」という言葉が浮

かびました。

２つのきっかけを通じて、将来、まち

には、多くの人・多様な人材が訪れる

と思います。地域の住民に加え、訪れ

る誰しもにまちを好きになってもら

いたい、愛着や関わりを持っていた

だきたい、そのような思いから生ま

れた目標です。
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駅西口周辺エリアでは、まちに関わるみんなにとって、まちがホームタウンのような存在になっていくための様々な取組を展開するホームタウンのベース拠点のような場所に

したいと考えます。まちに訪れる方同士の交流を促したり、まちに関わるみんなで広場や公園を積極的に活用したにぎわいづくりをしたり、みんなが自由にまちを活用できる

場所や環境づくりを目指していきます。

活性化事業のコンセプト

『キタヒロ・ホームタウンｰＢＡＳＥ』

―地域の住民・事業者・観光客・ファン・ビジネスマンなど まちを大好きな多くの人・多様な人材があつまるホームタウンのベース拠点―



活性化事業の取組

ホームタウンベースは、まちをホームタウンのよう

な存在とすべく、駅西口周辺エリアをホームタウン

づくりの環境・場所、仕組みを生み出していくベー

ス拠点とします。

活性化事業では、地域の住民や訪れる多くの人・多

様な人材に対して、まちとの多様な関わり方や愛着

を持てるような多数のきっかけを提供できる環境・

場所・仕組みづくりを進めます。

環境・場所 仕組み×
✓にぎわい交流の拠点
✓歩行者中心のまち
✓利活用可能な公共空間
（広場・公園等）

✓豊かな居住環境
（多世代対応・子育等）

✓多くの人・多様な人材の
交流・活用

✓地域団体と協働した
エリアマネジメント

✓地域によるまちの運営
✓まちのブランディング

まちとの多様な関わり方を生み出す
多くのきっかけを提供できる
環境・場所・仕組みづくり

ホームタウンのベースづくり
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２ まちをみんなのコモンスペース〔共有できる場所〕に

●誰もが自由に利活用できる多様な広場・公園の整備
●地域イベントや大型イベントが開催可能なイベントスペースの整備
●地域団体や個人と場の利活用・運営を考える仕組み 等

３ 歩きやすい歩行者中心のまちに

●多くの人が安全かつ円滑に移動可能な歩行者空間整備
●利便性かつ円滑性の高い駅前広場整備
●誰もが憩える緑豊富な広場や公園を多数配置
●サイクル環境の充実による移動手段の多様化 等

４ みんなでまちを支えていく地域運営

●自治体・企業・地域が連携したまちのマネジメント・広場利活用
●地域でのイノベーションや産業創業を支援する仕組み
●観光・産業・農業等のイノベーションと発信する仕組み（ＳＮＳ等）
●地域に必要なサービスを考える機会やイベントの提供 等

５ “北広島”らしい暮らし方のブランディング※２

●自然・緑・スポーツを通じた居住環境と暮らし方の発信
●子育て・教育・福祉環境の充実（子育て機能整備や既存施設との連携等）
●多様な世代のニーズに対応した住宅の整備
●多様な働き方ができる空間と環境の提案 等

活性化事業の取組

環境・場所・仕組みづくり

※１イノベーション・・・多様な人材の交流により生まれる新しいビジネスモデルや技術・産業等
※２ブランディング・・・まちの魅力を再認識・発掘し、内外に向けて発信し、ブランド化すること地域の住民・多くの人・多様な人材の

まちに対する様々な愛着を生み出す

まちとの多様な関わり方を生み出すきっかけの提供として、活性化事業では、様々な取組の展開を考えます。

１ まちに集まる多くの人・多様な人材と地域の交流

●地域の住民・事業者・観光客・ファン・ビジネスマンなどの交流の場の整備
●宿泊機能と連携したイノベーション※１拠点の整備
●イベント・セミナー開催による多様な人材のマッチングによる北広島発信のイノベーション創出 等



駅西口周辺エリア

北エリア

駅前エリア

土地利用とゾーニングの考え方
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活性化計画に掲げられている各エリアの方向性に

基づき、エリア活性化方策として、「まちのつながり

を強化する基盤づくり」を掲げ、各エリアの土地利

用展開を図っていきます。

【駅前エリア】

市有地Ａ・市有地Ｂの整備及び駅前広場再整備、駅前西口
公園代替機能再配置や北広公園利活用を通じて、駅周辺
の市街地のつながりを強化する複合交流拠点をつくります。

【関連事業／整備】

複合交流拠点整備／駅前広場再整備／
代替公園機能整備／北広公園利活用

【プロポーザル提案時の複合交流拠点イメージ】
※今後変更の可能性があります。

基盤１ 複合交流拠点づくり

市有地C・Dにおける分譲住宅等整備を初めと
して、駅東西住宅地の生活利便機能を補完し、
多世代を受け入れる駅前の生活基盤を整えま
す。

【関連事業／整備】

分譲住宅等整備／駐車場整備／
エリア内の民有地を含む一体的な活性化

基盤２ 生活基盤づくり

【北エリア・その他エリア】

基盤１・２の関連事業／整備を
通じて、沿道景観や歩行者空間、
公共空間の再整備等を行い、歩
行者が歩きやすい歩車共存の
街並みづくりを進めます。

基盤３ 街並みづくり

【駅西口周辺エリア】

ＪＲ
北広島駅

市有地Ｃ

市有地Ｄ

市有地Ａ

市有地Ｂ

北広公園


